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第
一
部
事
例
研
究
へ
の
視
角

1

事
例
研
究
の
必
要
性

2

事
例
研
究
へ
の
視
点

(l
)
社
会
保
障
政
策
の
動
向
と
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革

(
2
)
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
と
「
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
者
と
提
供
者
の
対
等
な
関
係
の
確
立
」

(
3
)
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
と
公
的
責
任
の
あ
り
様
の
変
化

(
4
)
生
存
権
保
障
の
発
現
形
態
の
変
化
と
浮
上
す
る
新
し
い
課
題

(
5
)
生
存
権
保
障
を
問
い
直
す

(
6
)
生
存
権
保
障
を
問
い
直
す
作
業
と
事
例
研
究
の
重
要
性

3

事
例
の
も
つ
現
代
的
意
味
と
そ
の
分
類

(1
)
「
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
と
提
供
者
の
対
等
な
関
係
の
確
立
」
と
そ
の
現
実

(
2
)
社
会
福
祉
協
議
会
と
現
代
的
課
題

目

次

社
会
保
障
法
に
お
け
る
事
例
研
究
の
試
み

研

究

橋

本

宏

子
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田
生
存
権
保
障
の
担
い
手
と
国
家
の
役
割

②
社
会
福
祉
協
議
会
の
歴
史

(
3
)
「
中
間
団
体
」
と
し
て
の
社
会
福
祉
法
人
と
現
代
的
課
題

(
4
)
拡
大
さ
れ
て
き
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
供
給
主
体
と
国
家
の
関
係

(
5
)
福
祉
に
関
わ
る
第

一
線
の
行
政
機
関
の
「
役
割
の
縮
小
」
と
虐
待
問
題

(
6
)
問
わ
れ
て
き
て
い
る
措
置
の
法
的
性
格
と
そ
の
対
応

4

Y

学
園
事
件
に
み
る
法
的
課
題
と
そ
の
解
決
の
方
向
性

(l
)
事
実
関
係

(
2
)
障
害
者
自
立
支
援
法
の
構
造

(
3
)
障
害
者
自
立
支
援
法
と
契
約

(
4
)
障
害
者
自
立
支
援
法
の
全
体
構
造
と
当
事
者
間
の
契
約
ー
問
題
の
所
在
と
検
討
の
方
向
性
ー

m
は
じ
め
に

②
手
が
か
り
と
し
て
の
「
医
療
保
険
の
診
療
契
約
」

③

障

害

福

祉

サ

ー
ビ
ス
の
場
合

田

履

行

の

強

制

(
5
)
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
提
供
拒
否
と
措
置
に
よ
る
提
供

（
知
的
障
害
者
福
祉
法

一
六
条
一
項

②

Y
学
園
事
件
へ
の
知
的
障
害
者
福
祉
法
一
六
条
一
項
の
適
用

③
義
務
付
け
の
訴
え
（
行
政
事
件
訴
訟
法
三
条
六
項
）
と
法
令
に
基
づ
く
申
請

④
介
護
給
付
請
求
権
の
存
在
と
法
令
に
基
づ
く
申
請

固

行

政

事

件
訴
訟
法
三
七
条
の
ニ
―
項
の
要
件

(
6
)
利
用
者
の
意
思
能
力
行
為
能
力

m
保
護
者
の
指
定

②
保
護
者
の
法
的
性
格

③
保
護
者
と
親
権
者
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田
障
害
者
自
立
支
援
法
の
全
体
構
造
と
求
め
ら
れ
る
行
為
能
力
の
程
度

5

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
「
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
と
法
」
ー
利
用
者
の
権
利
を
考
え
る
た
め
に

(1
)
ア
メ
リ
カ
参
加
の
条
件
と
入
所
者
の
権
利

(
2
)
ア
メ
リ
カ
に
み
る
様
々
な
「
規
制
執
行
の
実
施
」
と
多
様
な
根
拠
法

(
3
)
基
準
と
裁
量

(
4
)
行
政
規
制
を
実
質
的
に
機
能
さ
せ
る
手
立
て
と
私
人
の
位
置

(
5
)
州
機
関
に
よ
る
「
規
制
執
行
の
実
施
」
が
行
わ
れ
な
い
場
合
と
私
人

(
6
)
A
D
Rと
争
訟
を
つ
な
ぐ
も
の
—
入
所
者
の
請
求
権
の
実
質
的
拡
大

6

「
中
間
団
体
」
と
し
て
の
社
会
福
祉
協
議
会
を
め
ぐ
る
課
題
と
そ
の
解
決
の
方
向
性

(
1
)
都
道
府
県
社
会
福
祉
協
議
会
（
苦
情
解
決
委
員
会
）
と
公
的
責
任
の
連
携

口
運
営
適
正
化
委
員
会
と
は

②
運
営
適
正
化
委
員
の
設
置
主
体

①
運
営
適
正
化
委
員
会
に
関
す
る
政
令
の
定
め

④
運
営
適
正
化
委
員
会
に
関
す
る
都
道
府
県
知
事
へ
の
通
知
（
技
術
的
助
言
）

固
技
術
的
助
言
と
自
治
事
務
の
内
容

(
2
)
苦
情
解
決
機
関
の
権
限
行
使
と
法
の
整
備

（
運
営
適
正
化
委
員
会
と
調
査
権
限

③
運
営
適
正
化
委
員
会
と
「
申
し
入
れ
」

①
運
営
適
正
化
委
員
会
か
ら
都
道
府
県
知
事
へ
の
通
知

(
3
)
運
営
適
正
化
委
員
会
と
国
庫
補
助

田
国
か
ら
都
道
府
県
へ
の
補
助
金
の
流
れ

②
都
道
府
県
か
ら
都
道
府
県
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
補
助
金
の
流
れ

第
一
一
部
事
例
研
究

I

児
童

(
l
)
児
童
自
立
支
援
施
設
入
所
児
童
の
起
こ
し
た
窃
盗
事
例
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(
2
)
児
童
虐
待
に
対
す
る
児
童
相
談
所
の
責
務

(
3
)
児
童
相
談
所
に
お
け
る
一
時
保
護
の
法
的
性
格

II

高
齢
者

(
4
)
高
齢
の
夫
の
妻
へ
の
暴
力

m
市
民
社
会
と
国
・
地
方
自
治
体
と
の
関
係

〈

i

民
間
事
業
所
と
国
・
地
方
自
治
体
と
の
関
係
〉

(
5
)
自
立
援
助
ホ
ー
ム
指
導
員
の
入
所
児
童
に
対
す
る
暴
行

(
6
)
N
P
O
法
人
と
補
助
金
問
題

〈~
1
1

社
会
福
祉
法
人
と
国
・
地
方
自
治
体
と
の
関
係
〉

(
7
)
成
年
後
見
人
に
よ
る
権
利
侵
害
と
施
設
の
責
任

(
8
)
社
会
福
祉
法
人
の
経
営
問
題

〈

m
社
会
福
祉
協
議
会
と
国

・
地
方
自
治
体
と
の
関
係
〉

(
9
)
タ
ク
シ
ー
利
用
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
起
こ
し
た
事
故

(10)
社
会
福
祉
協
議
会
と
補
助
金
の
使
用

(11)
都
道
府
県
社
会
福
祉
協
議
会
と
運
営
適
正
化
委
員
会
の
設
置
主
体




